
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

データを受信する第一受信部と、 データおよび
第一チャンネル切り替え命令を受信する第二受信部と、データを蓄積するデータ蓄積部と
、第二チャンネル切り替え命令を受け付ける命令受付部と、前記命令受付部で第二チャン
ネル切り替え命令を受け付けた場合に、前記第一受信部で受信するチャンネルを切り替え
る第一切替制御部と、前記第二受信部で第一チャンネル切り替え命令を受信した場合に、
前記第二受信部で受信するチャンネルを切り替える第二切替制御部と、前記第二受信部で
受信したデータを前記データ蓄積部に蓄積する蓄積制御部とを具備する受信装置。
【請求項２】

データを受信する第一受信部と、 データを受信する第二受信部とデ
ータを蓄積するデータ蓄積部とを有する受信装置の制御方法であって、第二チャンネル切
り替え命令を受け付けるステップと、第二チャンネル切り替え命令により第一受信部のチ
ャンネルを切り替えるステップと、前記ステップで切り替えられたチャンネルに基づいて
第一受信部でデータを受信するステップと、 第
一チャンネル切り替え命令を受信するステップと、第一チャンネル切り替え命令により第
二受信部で受信するチャンネルを切り替えるステップと、前記ステップで切り替えられた
チャンネルに基づいて第二受信部でデータを受信するステップと、第二受信部で受信した
データをデータ蓄積部に蓄積するステップとからなる受信装置の制御方法。
【請求項３】
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データを受信する第一受信部と、 データを受信する第二受信部とデ
ータを蓄積するデータ蓄積部とを有する受信装置の制御のために、第二チャンネル切り替
え命令を受け付ける手順と、第二チャンネル切り替え命令により第一受信部のチャンネル
を切り替える手順と、前記手順で切り替えられたチャンネルに基づいて第一受信部でデー
タを受信する手順と、 第一チャンネル切り替え
命令を受信する手順と、第一チャンネル切り替え命令により第二受信部で受信するチャン
ネルを切り替える手順と、前記手順で切り替えられたチャンネルに基づいて第二受信部で
データを受信する手順と、第二受信部で受信したデータをデータ蓄積部に蓄積する手順と
を、コンピュータに実行させるための 。
【請求項４】

データを受信する第一受信部と、 データおよび
第一チャンネル切り替え命令を受信する第二受信部と、データを蓄積するデータ蓄積部と
、視聴者から第二チャンネル切り替え命令を受け付ける命令受付部と、前記命令受付部で
第二チャンネル切り替え命令を受け付けた場合に、前記第一受信部で受信するチャンネル
を切り替える第一切替制御部と、前記第二受信部で第一チャンネル切り替え命令を受信し
た場合に、前記第二受信部で受信するチャンネルを切り替える第二切替制御部と、前記第
二受信部で受信したデータを前記データ蓄積部に蓄積する蓄積制御部とを具備し、第二受
信部で受信するチャンネルを視聴者が切り替えられないようにしたことを特徴とする受信
装置。
【請求項５】

データを受信する第一受信部と、 ータを受信する第二受信部とデ
ータを蓄積するデータ蓄積部とを有し、視聴者から第二受信部で受信するチャンネルを切
り替えられないようにした受信装置の制御方法であって、視聴者から第二チャンネル切り
替え命令を受け付けるステップと、第二チャンネル切り替え命令により第一受信部のチャ
ンネルを切り替えるステップと、前記ステップで切り替えられたチャンネルに基づいて第
一受信部でデータを受信するステップと、視聴者以外から

第一チャンネル切り替え命令を受信するステップと、第一チャンネル切り替え
命令により第二受信部で受信するチャンネルを切り替えるステップと、前記ステップで切
り替えられたチャンネルに基づいて第二受信部でデータを受信するステップと、第二受信
部で受信したデータをデータ蓄積部に蓄積するステップとからなる受信装置の制御方法。
【請求項６】

データを受信する第一受信部と、 データを受信する第二受信部とデ
ータを蓄積するデータ蓄積部とを有し、視聴者から第二受信部で受信するチャンネルを切
り替えられないようにした受信装置の制御のために、視聴者から第二チャンネル切り替え
命令を受け付ける手順と、第二チャンネル切り替え命令により第一受信部のチャンネルを
切り替える手順と、前記手順で切り替えられたチャンネルに基づいて第一受信部でデータ
を受信する手順と、視聴者以外から 第一チャン
ネル切り替え命令を受信する手順と、第一チャンネル切り替え命令により第二受信部で受
信するチャンネルを切り替える手順と、前記手順で切り替えられたチャンネルに基づいて
第二受信部でデータを受信する手順と、第二受信部で受信したデータをデータ蓄積部に蓄
積する手順とを、コンピュータに実行させるための 。
【発明の詳細な説明】
技術分野
この発明は、テレビ、セットトップボックス、その他の受信装置に関し、特に、異なる機
能を有する受信部を二つ以上有する受信装置に関する。
背景技術
従来、テレビやセットトップボックスなどの受信装置は受信部を一つだけ有していた。ま
た、ＶＴＲなどの中には、受信部を二つ有して番組を視聴しながら、その裏番組を録画す
る機能を有するものもあった。しかし、二つの受信部は、送信されてくる電波の中からい
ずれかの番組の信号を選択して取り出すためのもので基本的に同じ機能を有していた。
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発明の開示
従来のテレビ、ビデオ、セットトップボックスなどでは、受信部が二つあっても、いずれ
の受信部も受信装置のみから制御されるものである。すなわち、その受信装置によって受
信をするか、受信をしないか、受信をする場合にどのチャンネルを選択するか、などは、
受信装置からのみ制御可能であった。従って、送信側である放送局などから受信部の制御
をできなかった。従って、受信装置にデータ蓄積部などを設けても、送信側から自由にデ
ータを蓄積することができなかった。また、番組の送り側が、ディスプレイ上に映し出さ
れる番組や、蓄積装置に蓄積される番組を選択することはできなかった。
この課題を解決するために、本発明では、受信装置に二つ以上の受信部を設け、一方の受
信装置のチャンネルの切り替えは視聴者の自由に任せるとともに、他方の受信装置のチャ
ンネルは原則として視聴者が切り替え不可能とし、番組などのデータを送信する側でコン
トロール可能とした。また、他方の受信部で受信するデータは自動的に蓄積可能として、
受信装置自体の各種の制御のためのデータや、企業広告などをためておき適宜利用可能と
した。
発明を実施するための最良の形態
図３に示すのは、本発明の受信装置３００を含むシステムの全体像である。番組などのデ
ータが本発明の受信装置３００に受信され、受信されたデータは一部が蓄積されたり、受
信データ処理装置３０１に送られてディスプレイでの表示のための信号に加工されたり、
音声信号に加工されたりする。そして、表示装置３０２などに送られて視聴者が視聴可能
に表示される。本発明は、この受信システム３０３の中の受信装置３００部分に関するも
のであり、より具体的には、図１に示す機能ブロックを有するものである。
図１に示すように、本発明の受信装置１００は、第一受信部１０１と、第二受信部１０２
と、命令受付部１０５と、切替制御部１０３と、蓄積制御部１０４と、データ蓄積部１０
６からなる。第一受信部１０１は第一のデータを受信し、第二受信部１０２は、第二のデ
ータを受信する。第一のデータは例えば映画であり、第二のデータは例えば映画に出演し
ている主人公が持っている自動車の宣伝広告である。データ蓄積部１０６はデータを蓄積
する。データ蓄積部１０６は、ハードディスク、ＲＡＭ、キャッシュメモリー、ＲＯＭ、
ＤＶＤ、ＦＤＤなどいずれでもよい。命令受付部１０５は、第一受信部１０１で受信する
チャンネルを切り替える命令を受け付ける。蓄積制御部１０４は、第二受信部１０２で受
信したデータをデータ蓄積部１０６に蓄積する。これらの機能は、図２に示すように機能
する。
図２に示すように、第一受信部でチャンネル１の番組を受信していたとする。視聴者がテ
レビ２０２のチャンネル２の番組に変えたいとすると、リモコン装置などを使ってチャン
ネルを切り替える命令を命令受付部に与える。命令受付部は、例えば、リモコン２０１の
信号を受け付ける部分であり、リモコン２０１が赤外線リモコンのようなものの場合には
、赤外線受光部およびこれに付随する信号処理手段などである。命令受付部でチャンネル
２への切替命令を受け付けると、切替命令は切替制御部に渡され、第一受信部のチャンネ
ルを切り替える制御が行われる。その結果、表示装置にもチャンネル２の番組が映し出さ
れる。このとき、第二受信部で受信されたデータは、データ蓄積部２０３に蓄積される。
切替制御部によって第一受信部のチャンネルが切り替えられる様子を示すのが図４である
。例えば、第一受信部４００が、１から３までのチャンネルのデータを受信可能とすると
、受信装置で受信するのはそのうちのいずれか一つのチャンネルのみであるので、第一受
信部４００はいずれかのチャンネルを選択しなければならない。この選択のために第一受
信部４００は、切替制御命令取得手段４０１と、チャンネル切替手段４０２とを有し、切
替制御部からの切替命令を切替制御命令取得手段４０１が取得し、この切替命令に従って
チャンネル切替手段４０２がチャンネルを切り替える。
ここでいうところのチャンネルの切替とは、図５に示すように、従来からあるテレビ放送
などに利用されているアナログ地上波信号を搬送する搬送波の同調を行う。例えば、同調
同波数をｆ１ヘルツからｆ２ヘルツに変更することをいう。そのほかに、インターネット
放送などの場合の放送局のＵＲＬの切り替え、例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｂｃ
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．ｃｏ．ｊｐ」を「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｆｇ．ｃｏ．ｊｐ」に変更すること、パケ
ット通信やＡＴＭ通信などを用いてＴＤＭＡ方式などにより複数のチャンネルが多重化さ
れて送信される場合に、パケットないしはセルをそのヘッダーなどに付されている管理情
報に基づいて選択することも含まれる。例えば、ヘッダーに含まれている識別子により特
定の種類のパケットやセルを選択するとなどである。
一方、第二受信部は、第二のデータを受信し、このデータは蓄積制御部によってデータ蓄
積部に蓄積される。この第二受信部が受信するデータとは、例えば、図６に示すように、
受信装置、受信データ処理装置、表示装置、その他このシステムに付随する装置などの機
能をコントロールするためのコントロール信号、例えば蓄積媒体データの圧縮保存のため
のコントロール信号や、番組とともに表示装置に表示して視聴者に視聴させるための宣伝
広告情報、たとえば、Ｔ社自動車の宣伝広告、受信装置、受信データ処理装置、表示装置
などに特定の手順を実行させるためのプログラム例えば、ワードプロセッサ機能を実行す
るためのプログラムや、プログラムの一部をなす、例えば、ダイナミック・リンク・ライ
ブラリのようなもの、地震や災害などの緊急を要する情報を伝えるための信号、例えば災
害時の避難場所情報などである。
これらは、ブロードキャストにより、送信局からこの送信局配下の受信システム全体に対
して、共通に送信される性質のものである。また、第二受信部で受信するデータは各受信
システム同士で行われる電話、電子メールなどの個別の信号であってもよい。第二受信部
が受信した信号は蓄積部に蓄積されることで、その後いつでも取り出して利用可能となり
、また、一度のみならず、蓄積されている限り何回でも利用できるという効果がある。
例えば、地震や災害などの緊急を要する信号は、一度蓄積することで放送局などの放送機
能が停止しても取り出しが可能となり、緊急避難場所の案内や、災害の広がっている範囲
など何度も確認する必要がある情報にとって便利である。また、企業の宣伝広告情報など
はディスプレイに表示するごとに変わるものでないので一度蓄積しておけばその後にいつ
でも蓄積装置から取り出してディスプレイ上に表示することができて便利である。
この種の情報は、第一受信部で受信するデータに含ませて送信し、一つの受信装置で受信
して内部で信号処理などして管理することも考えられるが、番組などはいったん放送局で
整理され、再構成された信号を送信するものであり、管理信号や、宣伝広告、緊急情報な
どを放送局にいったん渡して再構成するためには手間や時間がかかるという不便がある。
さらに、第一受信部のコントロールは基本的に視聴者に任されているので、緊急情報など
だれにでも視聴させたい内容を視聴させるためには、受信装置を二つ以上に分けて一般の
番組などのデータを受信するものとは別個に制御するほうが便利である。例えば第二受信
部のチャンネル切り替えなどの制御は視聴者がすることができない構成にすると便利であ
る。
図７は、第二受信部７０２で受信したデータが、企業の宣伝広告情報である場合を示す。
第一受信部７０１が受信したデータであるデータ１（７０６）は、受信データ処理部７０
４、表示装置７０５を介して、ディスプレイ上の画面の大部分、例えば、７０から９０％
くらいの面積で番組を映し出し、視聴者はこれを視聴する。一方、第二受信部７０２が受
信するデータ２（７０７）は、データ蓄積部７０３に蓄積され、受信データ処理部７０４
に渡されて、表示装置７０５を介して、データ１（７０６）によって占有された面積の残
りの部分に映し出される。
これは、宣伝広告情報であるために、視聴者の番組の視聴に邪魔にならない程度に、ディ
スプレイ上に表示される。この企業の宣伝広告情報は、データを第二受信部７０２が受信
するとともに、同時にディスプレイ上に表示されても良いし、データをいったんデータ蓄
積部７０３に蓄積してから、後ほど表示しても良い。従って、第二受信部７０２がその宣
伝広告を受信していないときでも、データ蓄積部７０３からデータを取り出すことで、デ
ィスプレイ上に表示できる。
次に、第二データ受信部がデータおよびチャンネル切替命令を受信する発明について説明
する。この発明の受信装置は、図８に示すように、第一受信部８０１、第二受信部８０２
、切替制御部８０３、蓄積制御部８０４、命令受付部８０５、データ蓄積部８０６および
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第二切替制御部８０７とからなる。そして、第二受信部８０２は、データおよびチャンネ
ル切り替え命令を受信する。チャンネル切替命令とは第二受信部８０２のチャンネルを切
り替えるための命令をいう。第一受信部８０１、切替制御部８０３、命令受付部８０５、
蓄積制御部８０４、データ蓄積部８０６の基本的な機能は、最初に説明した受信装置の機
能と同じである。この発明の特徴点は、前述したように、第二受信部８０２と第二切替制
御部８０７にある。
第二受信部８０２は、データおよびチャンネル切替命令を受信し、第二切替制御部８０７
は、第二受信部８０２で受信したチャンネル切替命令に基づいて、第二受信部８０２のチ
ャンネルを切り替えるための制御を行う。第二受信部８０２は、第二切替制御部８０７か
らの信号を受けて、図９に示す構成により、チャンネルの切替を行う。図９に示すように
、第二受信部９００は、第二切替制御部からの切替制御命令を取得する第二切替制御命令
取得手段９０１と、この第二切替制御命令取得手段９０１からの切替命令に基づいてチャ
ンネルを切り替えるチャンネル切替手段９０２とからなる。チャンネル切替手段９０２に
よりチャンネル１が選択されている場合には、チャンネル１のデータがデータ蓄積部９０
３に蓄積される。チャンネルが切り替えられると切り替えられたチャンネルのデータがデ
ータ蓄積部９０３に蓄積される。
この様子を示すのが、図１０である。受信装置を含む受信システムがテレビである場合に
、テレビ１００１の受信装置の第二受信部は当初Ｔ社の宣伝広告のデータを受信し、これ
をデータ蓄積部１００３に蓄積していたが、チャンネル切替命令をテレビ１００２の受信
装置の第二受信部で受信することでＮ社の宣伝広告のチャンネルに切り替わりそのデータ
が受信され、データ蓄積部１００４に蓄積されるようになる。この間、テレビには宣伝広
告とは関係のない番組が表示されていても良いし、当初Ｔ社の宣伝広告が表示されていて
、チャンネル切替命令とともに、Ｎ社の宣伝広告が表示されるような処理としても良い。
なお、以上に示した本発明の実施の形態は、本発明の例を示すものであって本件発明の権
利範囲を限定する趣旨のものではない。本発明の権利範囲はこれらの例に限定されず、適
用が可能なすべての実施形態を含む。
次に、本発明の受信装置の制御方法について説明する。この発明は図１１に示すように、
まず、受信のための入力があるまで待機し（ステップＳ１１０１）、入力があるとチャン
ネルの切替命令があるか判断し（ステップＳ１１０２）、チャンネルの切替命令があると
、第一受信部のチャンネルを切り替え（ステップＳ１１０３）、ついで、第二受信部のデ
ータの受信があるか判断し（ステップＳ１１０４）、データの受信がある場合にはこれを
受信して（ステップＳ１１０５）、処理を終了する。
また、図１２に示すように、第二受信部が受信したデータを、必ずデータ蓄積部に蓄積す
るようにしても良い。図１２に示す処理は、受信のための入力があるまで待機し（ステッ
プＳ１２０１）、入力があると、チャンネルの切替命令があるか判断し（ステップＳ１２
０２）、チャンネルの切替命令があると第一受信部のチャンネルを切り替え（ステップＳ
１２０３）、ついで、第二受信部のデータの受信があるか判断し（ステップＳ１２０４）
、データの受信がある場合には、これを受信して（ステップＳ１２０５）、受信したデー
タをデータ蓄積部に蓄積し（ステップＳ１２０６）、処理を終了する。
図１３に示すものは、第二受信部で受信するチャンネルを切り替えるための信号を、第二
受信部で受信する場合の説明である。受信のための入力があるまで待機し（ステップＳ１
３０１）、入力があると、チャンネルの切替命令があるか判断し（ステップＳ１３０２）
、チャンネルの切替命令があると、第一受信部のチャンネルを切り替え（ステップＳ１３
０３）、ついで、第二受信部のデータの受信があるか判断し（ステップＳ１３０４）、デ
ータの受信がある場合にはこれを受信して（ステップＳ１３０５）、受信したデータをデ
ータ蓄積部に蓄積し（ステップＳ１３０６）、さらに、第二受信部でチャンネル切替命令
の受信があるか判断し（ステップＳ１３０７）、受信がある場合には、第二受信部のチャ
ンネルを切り替えて（ステップＳ１３０８）、処理を終了する。
これらの処理は、必ずしも受信装置、受信システムにおいて行う必要があるものではなく
、付随する周辺機器などにおいて行われるものであっても良い。なお、図１１から図１３
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に示す処理をするためのプログラムをコンピュータ読み取り可能に記録した記録媒体とす
ると便利である。コンピュータ読み取り可能とは、受信システム、ないしは、受信装置に
読み取り可能とすることを含む趣旨である。
産業上の利用可能性
本発明では、視聴のための番組とは他に、その受信装置自体を制御するための信号や、企
業の宣伝広告情報を受信することができる。従って、受信装置や受信システム自体を、番
組の送り側などから制御をすることができる。例えば、企業の宣伝広告を視聴している番
組にかかわらずディスプレイ上に表示させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
図１は本発明の受信装置の機能ブロック図である。
図２は本発明の利用を示す図である。
図３は本発明を含む受信システムを示す機能ブロック図である。
図４は本発明の受信装置の第一受信部の機能ブロック図である。
図５は本発明のチャンネル切替の概念の一例を示す図である。
図６は本発明の第二受信部が受信するデータの一例を示す図である。
図７は本発明の受信システムの機能ブロックを示す図である。
図８は本発明の他の例の機能ブロックを示す図である。
図９は本発明の他の例の第二受信部の機能ブロックを示す図である。
図１０は本発明の他の例の利用の様子を示す概念図である。
図１１は本発明の処理の流れを示す図である。
図１２は本発明の処理の流れを示す他の図である。
図１３は本発明の処理の流れを示すさらに他の図である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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